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あなたのスキルは社会に役立つ

　2011年3月11日から丸7年が過ぎました。東日
本大震災のあの日から数えて8年目に入る中で、こ
れまでの7年間の活動や出会いを思い起こし、その
中からあらためて知見を得ようと、Hack For Japan
の中心メンバーで集まり、振り返り会を実施しまし
た。今号は前回（2018年5月号）に引き続き、その
後編の内容をお伝えしたいと思います。

復興に関する意識調査に見る
課題
高橋：ちょうど今朝（会合当時）、NHKが行った復興
に関する意識調査のアンケート結果をテレビで観ま
した。ニュースで取り上げられていたなかで、復興
を感じられないと答えている人の数が思っていた以
上に高かったのと、今後心配なこととして自由回答
で挙げられていたものに、これから補助金がなくな
ることに対する不安が大きいとする人の意見が印象
に残りました。
鎌田：そのニュースはNHKのWebに記事として公
開注1されていますね。この回答内容は考えさせら
れます。たとえば、66歳の女性の声ですが「家も店
も建てなおったけれども、この年齢でローンを抱え
て、とても復興したとは言えません。」というもの
や、「以前のようなお隣さんとの付き合いは驚くほ
どないです。」といった声などは、街並みなどの見た
目は復興しているように見えても、気持ちの面では
復興と言うにはまだ課題が多い印象を受けます。

失われたコミュニティと
地域SNS
高橋：これは以前のようなコミュニティの、隣近所
とのお付き合いといったものが失われてしまってい
る現状を伝えていますね。一方で福島県の南相馬で
はそうした課題に対して、地域のSNSといったも
のを作ろうとする動きなどが出始めています。
小泉：地域SNSの話は昔から何度か取り組みとして
出てきてはいますよね。先日のCode For Japanサ
ミットでも、これから地域SNSが盛り上がってく
るという報告もありました。
鎌田：昔から何度も話に挙がっている地域SNSです
が、今だとLINEのグループやFacebookなどがそ
うした地域SNSのインフラとして十分機能しそう
なんですが、そうするとやはりITリテラシーが鍵
になってくるのではないでしょうか？  震災当時も
高齢な方がパソコンやスマホを使えないという課題
は大きかったですし、現在もそうした状況は変わっ
ていないように思います。

ITを学ぶお年寄り

小泉：いま、私が注力していることの1つに高齢者
へのITやプログラミング教育注2というものがあり
ます。その活動の中では、お年寄りがお年寄りにス
マートフォンの使い方を教えるなどしています。実
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注1	 https://www3.nhk.or.jp/news/special/shinsai7 
portal/questionnaire/

注2	 シニアプログラミングネットワーク
	 https://www.facebook.com/SeniorProgrmming/
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はお年寄りがお年寄りに教えるというのがポイント
で、わからないポイントがわかるということだけで
なく、みなさん口にはあまり出さないんですが、若
い人に教えてもらいたがらない人が非常に多いんで
す。そうした面でもお年寄り同士で教え合うという
のは非常に効果的だという手応えを感じています。
実際、お年寄りが小学生に教わる様子を想像してみ
てください。これは教わる側からしたら嫌じゃない
でしょうか？  でも、年齢差としてはそれぐらい離
れているのが現実なんです。
一同：確かに！ それはわかりやすい例え話ですね。
鎌田：そう言われてみて、震災直後に我々などが開
催したハッカソンで作られたものを届ける際や、そ
のほかのコミュニケーションにおいても、被災され
た方々に対して、そうしたことに対する配慮があっ
たか、あらためてハッとさせられました。
山崎：だからこそ、いま小泉さんが取り組まれてい
るお年寄りにお年寄りが教えるという試みは非常に
効果的だと感じますし、そうした活動を増やしてい
くことが大切に思います。そうしたお年寄りに教え
られるお年寄りは増えていきそうですか？
小泉：いま、お年寄り同士で教え合うコミュニティ
が良い感じで規模も大きくなってきています。た
だ、そうした場に集まる人というのは、元から若い
人たちに教わることに抵抗がない人たちでもあるん

ですよね。そういう意味で広がりを持たせるには時
間がかかりそうです。
鎌田：そうした場に集まる人たちからさらに地域で
広がったネットワークができると、土地どちでのお
年寄りのITリテラシーの向上、コミュニティの形
成につながっていきそうですね。思い返すと、震災
直後にいろいろなところで地域SNSを作ろうとし
た動きがありましたが、結局、それを使う対象であ
るお年寄りなどが、それを作る動きに介在していた
かというと、それは少なかったように思います。
山崎：確かに当時、現地でITによるツール提供など
の活動をしている中でも「私たちはこういうの使え
ないんだよ。」という意見はやはり多かったです。

振り返ることの価値

鎌田：7年が経って、振り返ればポジティブな話が
もっと多いと思って、今回の振り返り会を企画させ
てもらったのですが、なかなか厳しい話、難しい話
が多く、身につまされる思いです。配慮すべき点は
いろいろと見えてきましたが。
小泉：そうした配慮すべき点が見えてきたというこ
とは、これまでいろいろと活動してきたからこそで
すし、やらなかったらわからなかったことも多いと
思います。そうした気づきはポジティブなものなは
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山崎 富美
Hack	For	Japan立ち上げ当
時はGoogleに在籍し、東北
Tech道場※などにもかかわる。
現在はNianticに在籍。米国か
ら帰国したタイミングで今回の
振り返り会に参加。

小泉 勝志郎
震災直後は南相馬でアプリ開発
者育成や「うらと海の子再生プ
ロジェクト」にてIT関連を担当。
現在はシニアの開発者育成も手
がける。株式会社テセラクト代
表取締役。

佐伯 幸治
Hack	For	Japanではコピー
ライティングをおもに担当。普
段はフリーランスとしてWeb
や紙媒体の編集制作・コピーラ
イティングに携わっている。減
災インフォなども運営する。

※	 http://www.tohokutechdojo.
 org/
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ずです。ほかにもポジティブな変化で言えば、被災
地に移住してくる人たちがたくさんいるというのが
あると思います。震災以降、まったく関係ない地域
から東北に移住する人が増えました。ほかにも震災
をきっかけに地元の東北に戻ってくるというケース
が増えています。

行政の取り組みのその後

佐伯：そういえば、行政の取り組みで我々もハッカ
ソン開催に協力した、被災企業や被災者向けに国が
提供している支援上制度の情報を扱う復旧復興支援
データベースAPIが、その後どうなっているのか
気になっています（写真1）。
鎌田：それについては、最近、動きがありました。
以前そのハッカソンを開催した際に開発者が使うう
えでいろいろなトラブルがありました。その問題点

を改善してもらうべく、私のほうでAPIに対する
参加者の意見を取りまとめて国に改善提言書を提出
しました。その提言書の中に、仕様を変更する場合
は利用者向けに移行期間を設け、事前に連絡すると
いう運用を記載していました。それでつい最近、「仕
様変更が行われるので、当時のハッカソン参加者の
連絡先を教えてほしい」と問い合わせがきました。
あれから数年経っているんですが、しっかり提言書
の内容が守られていて、我々の活動自体にも意義が
あったと実感できました。

ハッカソンのプロダクト

鎌田：そうしたAPIを利用したハッカソンから生ま
れたプロダクトに関して言うと、本連載でも以前に
紹介した、減災インフォのイベントでの奥村貴史氏
（国立保健医療科学院）による論文注3紹介がありま
した（写真2）。震災時に誕生したシステムがそのあ
とにどれくらいの期間（調査時点まで）運用されてい
たかを調査したものでしたが、個人が作ったもの、
コミュニティが作ったもの、組織が作ったものなど
で、それぞれのシステムのライフサイクルを見てみ
ると、被災状況に合わせて一時的に誕生したものは
あったにせよ、個人が作ったシステムについては長
続きしづらいという課題感が見えていました。これ

高橋 憲一
震災後に立ち上がった東北
Tech道場で当初から現在に至
るまで講師を務める。現在は株
式会社カブクに所属している。

石野 正剛
震災直後に、福島第一原発か
ら放出される放射性物質と風
向きを地図上に可視化するス
マホアプリ「風＠福島原発」を
開発した。Increments株式会
社に所属。

鎌田 篤慎
震災当時、APIを扱う仕事に就
いていたことから、国の復興支
援APIへの提言や福島のITコ
ミュニティ「エフスタ!!」のサ
ポートなどを行う。ヤフー株式
会社に所属。

及川 卓也
Hack	For	Japanの立ち上げ後も
「ITx災害」の開催や「一般社団法
人情報レスキュー隊（IT	DART）」
の立ち上げ、代表を務める。現在
はフリーランスとしてさまざまな
企業の技術顧問などに従事。

▼▼写真1　▼復旧復興支援データベースAPIの改善提言書の制
作風景

注3	 https://www.gensaiinfo.com/blog/2017/0708/7967
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が震災直後のハッカソンがうまくいかなかった状況
と重なって、学びがありました。
高橋：そういえば、Googleの安否確認システムであ
るパーソンファインダーも各携帯キャリアがしくみ
として取り組んでもらったようだったのですが、
LINEやFacebookメッセンジャーなど、身内で安
否確認できるしくみがスマホとともに普及していた
ことで、熊本地震ではあまり使われなかったという
話もありましたね。
山崎：そうしたもののほかに、炊き出しマップや計
画停電マップなどのように直後にだけ必要とされる
ものは確かに一定期間使われれば、役割を終えるん
だと思います。

システムが扱うデータの変化

鎌田：いま仕事で自治体の人向けにデータ利活用の
教育もやっていて、こうした震災時のシステム開発
で役立つであろうオープンデータにつながると思い
ながら実施しています。ですが、まだ自治体の現場
では課題も多く、2011年と比較すると大きく前進し
てはいるんですが、今でもPDFやJPEGといった
形式のオープンデータが数多くあり、そのままデー
タを使うには課題があったりします。
小泉：そうした自治体の課題というのもいろいろ
あって、小さな島では地図上に情報が手書きで書か
れていて、それも緯度経度や地名といったものでは
なく「○○さんの家の隣」などといったように、地域
の人たちの間ではよく伝わるけども、世の中では伝
わらない表現が数多くあって、難しさを感じます。
石野さんも風＠福島原発アプリでオープンデータを

使っていたと思いますが、どうでしたか？
石野：当時、公開される放射線の情報をアプリで伝
える開発を行っていましたが、一番難しいと感じて
いたのは情報の信頼性です。当時は情報がバラバラ
に出てきていて、町が出していたり、県が出してい
たり、国が出していたりで、フォーマットもバラバ
ラだったので、何度も目視で確認してデータとして
扱ったり、知識も少ない放射線の情報を扱うという
ことも重なって、非常に苦労しました（写真3）。
一同：確かにそうでしたね。本当に昨日のことのよ
うに思い出されます。

振り返り会のまとめ

　今回の振り返り会を通じて、7年経って我々の活
動の中でも実感のこもった振り返りができました。
本連載にも掲載した（2013年6月号、7月号）、2年
経った時点での振り返り会と比較しても、あのとき
とはまた違った経験をふまえることができ、新たな
知見が得られたとも言えます。
　このディスカッションの中で、今後新たに発生し
た災害に対して、ケアすべきところがかなりはっき
りしたように思います。どういう手段でケアしてい
くべきかはまだ熟慮する必要はありますが、この連
載を読んでいただいている開発者のみなさんにも、
災害時に被災地の人とのコミュニケーションで配慮
するポイントや活動のコツなどは伝わったのではな
いでしょうか？　新たな災害は起きないにこしたこ
とはありませんが、今回の振り返りが新たな備えに
なればと思います。s

▼▼写真2　▼昨年の減災インフォの熊本地震振り返りイベント
の様子

▼▼写真3　▼2011年当時、風＠福島原発の説明をする石野さ
んの様子


